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外国人材、広がる送り出し国
介護、医療現場の明日

日本に「一帯一路」への積極参加を呼びかける蒋建国・新聞弁公室主任＝北京2017年12月16日、赤間清広撮影

新興国デジタル産業との共創新興国デジタル産業との共創
――アジアイノベーション還流――アジアイノベーション還流

新型コロナ禍の世界新型コロナ禍の世界
　　　　――医療分野の国際協調は？――医療分野の国際協調は？

 世界最悪の感染拡大地となった米ニューヨークで、病院に運び込まれる患者世界最悪の感染拡大地となった米ニューヨークで、病院に運び込まれる患者

＝ニューヨーク・クイーンズ地区で２０２０年３月２９日、隅俊之撮影＝ニューヨーク・クイーンズ地区で２０２０年３月２９日、隅俊之撮影

インド・ニューデリーのショッピングセンターでソーシャルディスタンスを取る市民インド・ニューデリーのショッピングセンターでソーシャルディスタンスを取る市民

コロナ禍後のビジネスコロナ禍後のビジネス
　　　　――――インド、中国の現場からインド、中国の現場から
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　Asia Inside　コロナウイルス禍後のビジネス
――インド、中国の現場から
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　大学生の新たな選択肢の一つ 農業での起業
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新型コロナウイルスによる感染拡大は、世界で収束の兆しはみえない。厳し

いロックダウン（都市閉鎖）措置を導入したインドでは、６月に入り経済的

な理由から一部解除に踏み切り、その後感染が急速に拡大。一時は封じ込

めに成功した中国でも、最近になって再び感染拡大の兆しが出ている。し

かし両国とも、コロナ収束後を見据えた新しいビジネスの動きも始まって

いる。コロナ禍後のビジネスについて、毎日アジアビジネス研究所シニアフ

ェローを務める荒木英仁氏と陳言氏に、それぞれニューデリーと北京から

報告してもらった。

新シリーズ・・タイの農水産物加工品①
国土生かした農水産国・タイ――付加価値高め日本の食卓へ

　シリーズ・米国のアジア人脈㉒　毎日新聞論説委員・及川正也
　ミンゾーウー・ミャンマー平和安全研究所事務局長　 10

豊かな国土と海を生かしたタイの農水産業はＧＤＰの８・５％（２０１７

年）、就労者は全労働人口の４２％を占め、同国の主要産業であり続けてい

る。近年では一次産品を加工して付加価値を高める大規模なアグリビジネ

ス（農業関連産業）が発展し、多くの農水畜産物加工品が日本へと輸出さ

れている。新型コロナウイルス禍で家庭内の食品需要が伸び、スーパーマ

ーケットでタイ産加工食品を手にする機会も増えている。日本の食卓に並ぶ

タイ産農産物加工品を、今月から３回シリーズで紹介する。

　新シリーズ・タイの農水産物加工品①
　国土生かした農水産国タイ――付加価値高め日本の食卓へ � 119
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
後
の
ビ
ジ
ネ
ス

―
―
イ
ン
ド
、
中
国
の
現
場
か
ら

蒋
建
国
・
新
聞
弁
公
室
主
任

Asia Inside�
　新型コロナウイルスによる感染拡大は、世界で収束の兆しは
みえない。厳しいロックダウン（都市閉鎖）措置を導入したイ
ンドでは、６月に入り経済的な理由から一部解除に踏み切り、
その後感染が急速に拡大。一時は封じ込めに成功した中国で
も、最近になって再び感染拡大の兆しが出ている。しかし両国
とも、コロナ収束後を見据えた新しいビジネスの動きも始まっ
ている。コロナ禍後のビジネスについて、毎日アジアビジネス
研究所シニアフェローを務める荒木英仁氏と陳言氏に、それぞ
れニューデリーと北京から報告してもらった。

都
市
封
鎖
段
階
的
解
除
も
、
見
通
せ
な
い
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト

3
月
24
日
午
後
8
時
モ
デ
ィ
首
相
の
宣
言

で
翌
25
日
午
前
0
時
か
ら
始
ま
っ
た
前
代
未

聞
、
世
界
最
大
の
イ
ン
ド
全
土
の
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
（
都
市
閉
鎖
）
。
モ
デ
ィ
政
権
は
、
１

月
３０
日
に
武
漢
帰
り
の
１
人
の
学
生
が
発
病

し
て
か
ら
５４
日
目
に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
踏
み

切
っ
た
。
イ
ン
ド
政
府
は
「
経
済
よ
り
も
人

命
が
大
事
」
で
あ
る
事
を
前
面
に
出
し
、
そ

の
後
も
「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
２
・
０
」
（
4

月
15
日
、
感
染
者
1
万
２
３
７
０
人
）
、

「
３
・
０
」
（
5
月
3
日
、
同
4
万
２
５
０

５
人
）
「
４
・
０
」
（
5
月
18
日
、
同
10
万

２８
人
）
と
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
次
々
に
延
長
し

た
。

　
だ
が
、
新
規
感
染
者
の
増
加
は
止
ま
る
ど

こ
ろ
か
加
速
度
的
に
増
え
続
け
た
。
各
州
政

府
か
ら
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
延
長
の
強
い
要
望
が

あ
る
中
で
、
モ
デ
ィ
政
権
は
こ
れ
以
上
イ
ン

ド
の
経
済
を
止
め
る
訳
に
は
い
か
ず
、
6
月

1
日
か
ら
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
段
階
的
解
除
に

か
じ
を
切
っ
た
。

都
会
で
働
く
数
百
万
単
位
の
出
稼
ぎ
労
働

者
が
一
瞬
に
し
て
職
を
失
い
、
止
む
を
得
ず

徒
歩
で
数
百
キ
ロ
離
れ
た
故
郷
へ
帰
る
中
、

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
政
策
金
利

の
2
度
に
わ
た
る
引
き
下
げ
（
１
・
１５
ポ
イ

ン
ト
）
▽
貧
困
層
へ
の
金
銭
的
と
物
資
の
支

援
▽
個
人
も
含
め
た
ロ
ー
ン
支
払
い
延
期
処

置
（
６
ヵ
月
）
▽
中
小
企
業
に
対
す
る
無
担

保
低
金
利
貸
し
出
し
―
―
等
を
実
施
し
た

が
、
大
国
イ
ン
ド
の
経
済
低
迷
を
止
め
る
ま

で
の
効
力
は
発
揮
し
て
い
な
い
。
元
々
衛
生

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
各
都
市
の
ス
ラ
ム
街

で
は
清
潔
な
水
が
確
保
で
き
ず
、
手
洗
い
す

ら
ま
ま
な
ら
い
の
も
現
実
で
あ
る
。
更
に
、

ス
ラ
ム
の
人
々
に
は
教
育
も
行
き
届
い
て
お

ら
ず
、
コ
ロ
ナ
対
策
そ
の
も
の
へ
の
理
解
が

足
り
て
い
な
い
事
も
、
大
都
市
部
を
中
心
に

感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
原
因
の

一
端
で
あ
ろ
う
。

６
月
１
日
か
ら
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
今

も
な
お
新
規
感
染
者
は
増
え
続
け
、
５
月
末

に
１８
万
人
強
だ
っ
た
感
染
者
は
わ
ず
か
３
週

間
で
４４
万
人
を
超
え
た
。
1
日
の
増
加
人
数

も
5
月
31
日
時
点
で
は
前
日
比
8
千
人
程
度

イ
ン
ド
・
荒
木
英
仁
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だ
っ
た
の
が
、
6
月
21
日
に
は
前
日
比
1
万

５
千
人
を
超
え
る
増
加
と
な
っ
た
。
ム
ン
バ

イ
や
デ
リ
ー
で
は
既
に
医
療
崩
壊
が
始
ま
り

つ
つ
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

も
し
3
月
25
日
に
全
土
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に

踏
み
切
ら
な
か
っ
た
ら
今
頃
イ
ン
ド
が
ど
う

な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
す

る
。
イ
ン
ド
の
中
で
２
番
目
に
感
染
者
数
の

多
い
タ
ミ
ル
ナ
ド
州
は
州
政
府
の
独
断
で
６

月
２０
日
よ
り
月
末
ま
で
再
度
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

を
発
令
し
た
。
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
ピ
ー

ク
が
い
つ
訪
れ
る
の
か
は
誰
に
も
予
測
出
来

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
全
く
予
断
を
許

せ
な
い
。

　
在
印
の
日
系
企
業
の
駐
在
員
と
そ
の
家
族

の
8
割
程
度
は
既
に
日
本
へ
避
難
済
で
あ

る
。
一
方
で
残
留
組
（
私
の
様
に
イ
ン
ド
で

の
独
立
組
も
含
む
）
は
政
府
か
ら
配
布
さ
れ

た
感
染
者
追
跡
ア
プ
リ
「AAROGYA SETU

」

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
示
さ
れ
る
感
染
者
数

（
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
１
キ
ロ
、
２
キ
ロ
、

５
キ
ロ
圏
内
）
の
増
加
に
怯
え
な
が
ら
、
今

後
ど
う
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
る
べ
き
か
悩

ま
し
い
問
題
で
あ
り
、
皆
一
様
に
選
択
の
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
は
コ
ロ
ナ
が
登
場
し
て
く
る
か
な

り
前
の
２
０
１
８
年
度
後
半
か
ら
、
ノ
ン
バ

ン
ク
系
金
融
機
関
の
倒
産
等
で
貸
し
渋
り
が

起
き
、
ま
た
２
０
２
０
年
春
予
定
導
入
の
新

規
排
ガ
ス
規
制
等
で
買
い
控
え
が
起
き
る
な

ど
の
理
由
で
、
イ
ン
ド
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
製
造
業
の

約
半
分
を
稼
ぐ
自
動
車
業
界
が
販
売
不
振
に

陥
り
、
不
況
の
中
に
あ
っ
た
。

今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
与
え
た
打
撃
は

本
当
に
大
き
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
今
年
の
4

月
か
ら
導
入
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
新
規
排
ガ

ス
規
制
対
応
の
新
車
が
出
そ
ろ
い
、
さ
あ
こ

れ
か
ら
書
き
入
れ
時
の
ス
タ
ー
ト
時
期
だ
っ

た
は
ず
だ
。

ち
な
み
に
２
０
１
９
年
度
の
乗
用
車
販
売

は
前
年
比
約
１５
％
ダ
ウ
ン
の
３
４
５
万
台

だ
っ
た
。
こ
れ
は
２
０
１
５
年
度
の
販
売
台

数
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
4
年
も
前
の
数
字
に

戻
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
時
点
で

は
今
年
は
昨
年
か
ら
さ
ら
に
20
％
は
落
ち
込

む
事
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
大
方
の
予
想
で

は
経
済
活
動
が
通
常
に
戻
る
の
は
8
月
か
ら

10
月
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
然
自
動
車
関
連

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
も
大
き

い
。消

費
冷
え
込
み
や
賃
貸
料
金
不
払
い
に
よ

る
不
動
産
業
界
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
筆
者
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
大
手

不
動
産
コ
ン
サ
ル
の
Ｊ
Ｌ
Ｌ
に
よ
る
と
、
２

０
１
９
年
１１
月
時
点
で
約
４５
万
件
の
マ
ン

シ
ョ
ン
、
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
資

金
不
足
等
で
工
期
の
遅
れ
が
発
生
し
て
お

り
、
投
資
総
額
６
６
０
億
ド
ル
相
当
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
破
綻
状
態
に
あ
る
と
い
う
。
２

０
１
８
年
後
期
か
ら
の
不
景
気
で
た
だ
で
さ

え
不
良
債
権
が
山
積
み
で
あ
っ
た
業
界
で
あ

り
、
回
復
に
は
２
０
２
１
年
度
ま
で
持
ち
越

さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

イ
ン
ド
経
済
の
両
輪
を
担
う
自
動
車
産
業

と
不
動
産
産
業
の
大
不
況
、
ま
た
政
府
の
支

援
も
殆
ど
期
待
出
来
な
い
中
、
多
く
の
企
業

は
前
向
き
に
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
日
本

の
様
に
政
府
支
援
が
行
き
届
か
な
い
事
に
特

に
不
平
不
満
を
言
う
で
も
な
く
、
不
可
抗
力

の
災
害
の
様
に
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
受
入

れ
、
で
き
る
範
囲
で
の
対
応
を
と
っ
て
い
る

企
業
が
多
い
の
は
イ
ン
ド
特
有
の
「
ジ
ュ

ガ
ー
ド
」
（
非
常
時
の
創
意
工
夫
―
何
と
か

す
る
）
精
神
が
浸
透
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
２
０
１
６
年
に
高
額
紙
幣
使
用
禁
止
令

が
突
然
発
動
さ
れ
た
際
も
、
慌
て
ふ
た
め
い

感
染
拡
大
で
大
打
撃
だ
が
、

企
業
は
前
向
き
に
活
動
再
開

インドの感染者追跡アプリ「Aarogya Setu」
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医
薬
品
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ロ
ナ
後
の
イ
ン
ド
で
チ
ャ
ン
ス

経済再開へ向けたオフィスの除菌作業

て
い
た
日
本
人
駐
在
員
と
は
対
照
的
に
、
筆

者
の
周
囲
の
イ
ン
ド
人
達
は
意
外
と
平
然
と

受
け
止
め
、
必
然
の
様
に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
へ
移
行
し
て
い
っ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。

現
在
、
各
企
業
は
検
温
、
毎
日
の
殺
菌
、

マ
ス
ク
着
用
、
感
染
者
感
知
ア
プ
リ
の
義
務

付
け
な
ど
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹

底
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
抑
え
込
み
と
い
う

よ
り
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
、
事
業
を

継
続
す
る
事
に
専
念
し
始
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ

や
メ
デ
ィ
ア
関
連
な
ど
い
ま
だ
在
宅
勤
務
を

実
施
し
て
い
る
企
業
も
少
な
く
は
な
い
が
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
一
部
、
小
売
業
、
製
造
業
、

農
業
は
、
そ
ん
な
事
は
し
て
い
ら
れ
な
い
。

コ
ロ
ナ
と
の
上
手
な
共
存
の
仕
方
を
模
索
し

な
が
ら
走
り
出
し
た
印
象
が
強
い
。

ま
だ
ま
だ
終
息
ま
で
は
先
が
長
い
感
は
否

め
な
い
が
、
そ
ん
な
中
で
も
コ
ロ
ナ
を
機
に

変
貌
を
遂
げ
て
い
く
で
あ
ろ
う
イ
ン
ド
を
予

測
し
て
み
た
い
と
思
う
。

油
だ
ら
け
の
カ
レ
ー
を
朝
昼
晩
食
し
て
、

不
摂
生
の
鏡
の
様
な
多
く
の
イ
ン
ド
人
に

と
っ
て
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
確
実
に
大
き
く
変

わ
っ
た
の
は
「
衛
生
概
念
」
と
「
健
康
志
向

に
対
す
る
意
識
」
で
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
著
し
く
改
善

さ
れ
た
医
療
制
度
や
保
健
所
は
、
今
後
の
イ

ン
ド
に
と
っ
て
は
大
き
な
財
産
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

医
療
、
衛
生
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
が
伸
長
す
る

の
は
間
違
い
な
い
。
今
後
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

用
の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
た
際
に
は
、

世
界
最
大
級
の
ワ
ク
チ
ン
製
造
工
場
を
有

す
る
イ
ン
ド
が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
既
に
プ
ネ
ー
に
あ
る
世
界
最

大
規
模
の
ワ
ク
チ
ン
工
場
を
有
す
るS

e
r
u
m 

Institute of India

は
、
英
国
の
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
共
同
で
ワ
ク
チ
ン
の
臨

床
実
験
を
開
始
し
て
い
る
。

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
が
始
ま
り
、
イ

ン
ド
の
衛
生
概
念
を
覆
す
よ
う
な
消
毒
の
徹

底
が
各
所
で
継
続
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
と

は
全
く
違
う
イ
ン
ド
に
生
ま
れ
変
わ
る
機
会

を
得
た
事
に
な
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
前
ま
で
イ

ン
ド
を
含
む
世
界
の
医
薬
品
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
原

薬
）
製
造
の
大
半
を
担
っ
て
い
た
中
国
か

ら
、
イ
ン
ド
へ
の
シ
フ
ト
が
既
に
始
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
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サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
移
転
も
加
速
へ

生
産
大
国
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
の
医
薬
品
業
界

は
、
一
気
に
拡
大
す
る
と
思
わ
れ
る
。

数
百
万
単
位
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
職
を
失

い
、
故
郷
の
農
村
部
に
戻
っ
た
。
し
ば
ら
く

は
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
す
る
都
市
部
に
は
戻
ら
な

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
現
状
で

は
農
業
が
中
心
産
業
の
地
方
の
農
村
部
に
彼

ら
の
就
職
先
は
無
い
。
そ
ん
な
中
で
想
定
さ

れ
る
の
は
、
州
政
府
主
導
の
地
元
で
の
農
業

に
関
す
る
雇
用
創
出
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
果
物
や
野
菜
の
園
芸
ビ
ジ
ネ
ス

は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
も
の
の
、

い
ま
だ
５
割
近
い
収
穫
物
が
腐
る
か
廃
棄
処

分
さ
れ
て
お
り
、
年
間
１
３
３
０
億
ル
ピ
ー

(

約
１
９
０
０
億
円)

程
度
の
ロ
ス
が
生
じ
て

い
る
。
多
く
の
農
家
は
生
産
し
た
果
物
や
野

菜
を
保
存
す
る
術
が
無
い
た
め
、
購
入
業
者

か
ら
の
言
い
値
で
売
却
す
る
し
か
な
い
。
日

本
の
農
協
の
よ
う
な
組
織
力
も
な
く
、
妥
当

な
販
売
で
の
販
売
が
難
し
い
の
が
現
実
で
あ

る
。低

温
輸
送
等
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
イ
ン
フ

ラ
が
脆
弱
な
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
各
製
造

拠
点
に
低
温
倉
庫
の
設
置
が
急
務
で
、
農
業

が
中
心
の
州
政
府
は
政
府
主
導
・
官
民
一
体

の
事
業
の
推
進
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
貧
し

い
州
に
つ
き
も
の
の
電
力
不
足
、
高
い
電
気

料
金
の
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
、
ソ
ー
ラ
ー

等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
体
と
し
た

コ
ス
ト
効
率
の
良
い
倉
庫
シ
ス
テ
ム
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
の

進
歩
し
た
食
品
加
工
技
術
や
低
温
輸
送
技
術

は
、
こ
こ
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

今
ま
で
中
国
に
頼
っ
て
い
た
世
界
の
製
造

業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
拠
点
の
、
イ
ン

ド
へ
の
移
行
も
加
速
す
る
だ
ろ
う
。
自
動
車

関
連
等
の
多
く
の
イ
ン
ド
の
製
造
業
も
、
今

ま
で
パ
ー
ツ
や
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
を
中
国
か

ら
仕
入
れ
て
い
た
が
、
品
質
の
安
定
性
に
欠

き
、
デ
ィ
フ
ェ
ク
ト
率
（
不
良
品
率
）
が

年
々
上
が
っ
て
い
る
事
に
不
満
が
溜
ま
っ
て

い
た
。
モ
デ
ィ
政
権
も
自
給
自
足
を
推
奨
し

て
お
り
、
自
国
で
の
仕
入
れ
へ
の
シ
フ
ト
が

順
次
始
ま
っ
て
い
る
。

中
国
と
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
摩
擦
が
発
端
と

な
っ
て
一
時
期
、
中
国
へ
進
出
し
て
い
る
外

資
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
等
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
へ

の
製
造
拠
点
の
移
転
が
相
次
い
だ
。
世
界
一

の
民
主
主
義
国
家
で
政
策
が
安
定
し
て
い
る

イ
ン
ド
は
、
中
国
に
次
ぐ
巨
大
市
場
で
も
あ

り
、
世
界
中
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

近
年
は
技
術
力
も
著
し
く
向
上
し
、
労
働

力
も
今
後
２０
～
３０
年
は
安
定
的
に
供
給
さ
れ

る
事
が
期
待
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
に
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
欧
米
企
業
か
ら
の
問
合
せ
が

急
増
し
て
い
る
。
自
動
車
、
自
動
二
輪
の
普

及
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
、
白
物
家
電
の

普
及
率
も
５０
％
も
満
た
ず
成
熟
に
は
ほ
ど
遠

い
市
場
▽
世
界
で
3
番
目
に
多
い
ユ
ニ
コ
ー

ン
を
輩
出
▽
通
貨
が
最
安
値
を
更
新
中
▽
中

国
製
品
不
買
運
動
が
国
中
で
盛
り
上
が
っ
て

い
る
▽
外
資
規
制
が
年
々
緩
く
な
っ
て
い
る

▽
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
は
日
本
の
１０
年
先
を

行
っ
て
い
る
―
―
。
イ
ン
ド
の
現
状
を
考
え

れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
日
本
企

業
の
参
入
チ
ャ
ン
ス
は
多
い
。
コ
ロ
ナ
か
ら

復
活
を
果
た
す
日
は
必
ず
来
る
。
イ
ン
ド
か

ら
は
目
が
離
せ
な
い
。

荒木英仁（あらき・ひでひと）

毎日アジアビジネス研究所シニアフェロー／インドビジネス・コンサルタント

長年、大手広告代理店「アサツー・ディ・ケイ」の海外事業に従事し、2005年か

ら９年間、同社インド法人社長。２０１４年春ニューデリー郊外の新興都市グル

ガオンにて「Casa Blanka Consulting」社を設立し、日本企業との提携を求める

インド企業を支援。また、同年監査法人「Udyen Jain & Associates」と業務提

携し、日本企業のインド進出や現地でのコンプライアンスを支援。インド最大手

私銀「ICICI　Bank」のアドバイザーや、JETROの「中小企業海外展開現地支援プ

ラットフォーム」コーディネーターも務める在印１５年強のベテラン。
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